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感染性胃腸炎の集団発生について 

平成 21 年 3 月 18 日  

 

 

 

 

 平成２１年３月１６日（月）９時、登美ヶ丘クリニックから１４日（土）より登美ヶ丘

小学校３年生１０名以上嘔吐のため受診しているとの通報が奈良市保健所にありました。 

概要は以下のとおりです。 

 

１．経過 

平成２１年３月１２日（木） 児童１名が、嘔吐 

３月１３日（金）児童２名が嘔吐のため欠席 

３月１４日（土）児童１３名が嘔吐・下痢 

３月１５日（日）児童７名が嘔吐・下痢 

３月１６日（月）小学校へ問い合わせたところ、児童４名が嘔吐・下痢のため欠席して

いることが判明し、直ちに調査に入った。同日から１７日まで３年１組学級閉鎖を実施。 

２．施設名 

  奈良市立登美ヶ丘小学校 

  校長 西浦 正翁（にしうら まさお） 

  所在地 奈良市西登美ヶ丘四丁目２１－１ 

  児童数 ６０３名  ３年１組３４名（男１６名・女１８名） 

  職員数 ３０名 

３．主な症状 

   嘔吐･下痢 

４．発症者数（３月１７日現在）２３名 

 

５．検査状況 

  奈良市保健所において、３月１７日に児童２名の検便を実施し、１８日２名の（男２

名）からノロウイルスを検出。 

６．その他 

  入院者なし。重症者なし。有症状者は快方に向かっている。 

  保健所は、小学校に対して手洗いの励行、消毒の徹底、衛生管理の更なる徹底を指導。     

３月 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 計 

男 １ ０ ８ ３ ０ ０ １２ 
３年１組 

女 ０ ２ ５ ４ ０ ０ １１ 

奈良市保健所保健予防課 

    0742-23-6173 


